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エグゼクティブ・サマリー

 2026年3月期第1四半期連結業績概況

 第1四半期連結受注高、売上高、営業利益額は、いずれも過去最高額を更新
 受注高:729億円（前年同期比18.5％増）となり、日本と南アジアで過去最高を更新
 売上高:567億円（前年同期比1.0％増）となり、日本、南アジア、米州・欧州で過去最高を更新
 営業利益:43億円（前年同期比3億円増）となり、日本と米州・欧州で過去最高を更新
 営業利益率:7.7％（前年同期比+0.6％P）

 中期経営計画「 」の進捗状況

 各実行施策を着実に遂行し、受注高の拡大と営業利益率の向上をリード
 日本での新標準機「エレ・グランス」の発売に合わせ、クリエイティブスタジオを刷新
 英国での事業拡大を目指し、展示会「LIFTEX 2025」へ出展
 フィールド作業の高度化・効率化に向けて、 「グローバルフィールドテクニカルトレーニング」 を開催
 日本、香港など各国で感謝状、表彰を受賞
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2026年3月期第1四半期連結業績概況
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第1四半期 連結業績ハイライト

 受注高、売上高、営業利益額は第1四半期として過去最高を更新

146.68円 154.09円

（金額単位:百万円未満切捨）

増減率(%)2026年3月期 1Q2025年3月期 1Q

18.572,92561,553受注高

1.056,73256,185売上高

9.44,3443,971営業利益

▲8.54,9215,380経常利益

▲0.93,8623,897
親会社株主に帰属する
四半期純利益

-49.49円49.95円1株当たり四半期純利益
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第1四半期 セグメント別業績ハイライト

 受注高は新設事業、アフターマーケット事業共に好調に拡大、売上高は5期連続*で過去最高を更新
（金額単位:百万円未満切捨）

売上高受注

増減率(%)2026年3月期1Q2025年3月期1Q増減率(%)2026年3月期1Q2025年3月期1Q

▲13.119,20222,08839.527,86119,973新 設

9.736,53033,3028.944,12640,534アフターマーケット
-1,001796-9381,046そ の 他 ・ 調 整 額

1.056,73256,18518.572,92561,553合 計

営業利益売上高受注

増減額2026年
3月期1Q

2025年
3月期1Q

増減率
(%)

2026年
3月期1Q

2025年
3月期1Q

増減率
(%)

2026年
3月期1Q

2025年
3月期1Q

1631,8221,6591.622,19021,85116.035,72930,807日 本

▲5364370▲5.215,23016,067▲0.413,73313,785東 ア ジ ア

▲1701,5181,6898.99,3838,61510.211,80710,716南 ア ジ ア

1894862971.013,04512,91537.413,95510,156米 州 ・ 欧 州

-151▲45-▲3,117▲3,264-▲2,301▲3,913調 整 額

3734,3443,9711.056,73256,18518.572,92561,553合 計

＜事業別＞

＜エリア別＞

 *第１四半期売上高として5期連続で過去最高額を更新
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新設

AFT

新設
AFT 新設

新設

AFT

AFT

60.5%

38.2%

65.9%

32.4%

第1四半期 受注高ブレークダウン

 アフターマーケット事業が低下した東アジア以外の地域・事業は大幅に拡大、受注高は過去最高を更新

新設:新設事業、AFT:アフターマーケット事業
グラフバー内数字は構成比、その他は対前年増加率

729.3億円615.5億円
2026年

3月期1Q
2025年

3月期 1Q

+18.5%

•新設は台湾で大きく
増加

•AFTは香港での低
下が響き減少

•新設、AFTともに
好調

•新設はインドネシア
が大きく増加

•新設は昨年の反動
で大きく増加

•AFTは米国と英国
が好調に拡大

金額 +39.5％

台数 +40.6％

モダニ台数 +10.8％

保守台数 +5.2%
新設

AFT

新設

AFT
•新設は大型案件が
けん引し大幅増加

•AFTはサービス、モダ
ニともに拡大

+23.6％

+12.0％

+85.7％ ▲9.0％ +10.8
+8.4％

+321.0％

+17.5％

+16.0% ▲0.4% +10.2% +37.4%
日本 東アジア 南アジア 米州・欧州

その他
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59.3%

39.3%

64.4%

33.8%

東アジア 南アジア

第1四半期 売上高ブレークダウン

 第1四半期売上高は5期連続で過去最高を更新。アフターマーケット事業が全地域で好調

新設:新設事業、AFT:アフターマーケット事業
グラフバー内数字は構成比、その他は対前年増加率

567.3億円561.9億円
2026年

3月期 1Q
2025年

3月期 1Q

+1.0%

新設

AFT

▲13.1%

+9.7%

日本 米州・欧州
+1.6% ▲5.2% +8.9% +1.0% その他

新設

AFT•新設は中国以外では
いずれも2桁成⾧

•AFTは中国と香港で
特にモダニが増加

•新設はシンガポールと
インドで大きく成⾧

•AFTは特にモダニが大
きく増加

•新設はいずれの地域
も大幅に減少

•AFTはサービスが
メキシコを除き好調に
拡大

•新設は工期延伸等で
減少も2Qで回復期
待

•AFTはサービス、モダニ
共に好調に拡大

▲4.9％

▲31.6％
+7.3％

+14.2％

+9.5％

+10.6％
▲25.4％

+8.4％

新設
新設

新設
新設AFT

AFT

AFT AFT
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売上総利益

新設

AFT 新設 AFT
新設

新設

AFT
AFT
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第1四半期 営業利益ブレークダウン

 第1四半期営業利益額は2期連続で過去最高を更新。日本と米州・欧州での増益が全体をけん引

＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
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新設:新設事業、AFT:アフターマーケット事業
※セグメント別の+/-記号は対前年比増減率

43.4億円39.7億円
2026年

3月期 1Q
2025年

3月期 1Q

+3.7億円

•新設は主に中国での
新設売上減少で減益

•AFTは台湾を除き増
益だが、特に香港が
けん引

•新設はシンガポールと
マレーシアで採算性が
悪化し減益

•AFTはシンガポールが
けん引し増益

•新設は米国での工事
進捗遅れにより減益

•AFTは米国でのサー
ビスが増加し増益

•新設は収益性の改
善が寄与し増益

•AFTはサービス、
モダニともに好調に
増益

日本 東アジア 南アジア 米州・欧州

その他

SG&A

+ + +: ＞+10%、 + +: +5~10%、 +: ＜+5%、 - - - : ＜▲10%、 - - : ▲5~10%、 - : ＞▲5%

－
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16.5

3.8

8.2
1.5

▲ 8.2

▲ 2.4
▲ 1.4

18.2

第1四半期営業利益の変動要因:日本

 好調な受注による売上拡大と価格改定効果により、２期連続で最高額を更新

(億円)

前期
営業利益

当期
営業利益

売上増加 価格改定 変動費改善 人件費増加 経費増加 工事損失
引当金の減少

主に賞与増による人件費増加

+1.6

前期
営業利益

売上増加 価格改定 変動費改善 人件費増加 経費増加 工事損失
引当金の戻入の減少
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トピックス:「 」関連施策と国内外での取り組み

 「グローバルフィールドテクニカルトレーニング」を開催!

 フジテック・UKがLIFTEX2025に出展  「フジテック人権ポリシー」の発行

国内外で様々な表彰を受賞東京本社のクリエイティブスタジオをリニューアル

＜フジテック（日本）＞
• TAKANAWA GATEWAY CITYの新設工事において、大林
組様から感謝状を受領

• JR熊谷駅でのモダニゼーション工事において、施主のJR東日
本メカトロニクス様より感謝状を受領

＜フジテック・ホンコン＞
• 保守部門の担当者が第25回「建設安全賞（Construction 

Safety Award）」の「労働安全衛生における優秀なエレベー
タ整備士」部門、「労働安全衛生における優秀なエスカレータ
整備士」部門、の2部門で銅賞を受賞

＜フジテック・UK＞
• 英国第2位のスーパーマーケットチェーンであるSainsbury‘s社
より、2025年度の「サプライヤー安全賞（Supplier 
Safety Award 2025）」を受賞

• 商品やサービスに「見て、触れて、体験
する」施設であるクリエイティブスタジオ
がリニューアルオープン(東京本社内)

• 新商品「エレ・グランス」の商品の機能
やデザインを原寸模型で展示し、新商
品の拡販を目指す

• マテリアリティの1つである「多様な人材の活躍推進」の主要
テーマ「基本的人権の尊重」への対応の1つとして、5月29日
に「フジテック人権ポリシー」を発行

• フジテック・UKがロンドンで開催された
欧州最大級の昇降機業界展示会
「LIFTEX 2025」に出展

• 1,000名を超える来場者と直接対話
し、認知度向上に成功

• グローバルフィールドテクニカルトレーニング上
級 据付編」を6日間にわたり開催

• 中国、シンガポール、インドネシアから来日し
たスタッフが、 「フィールド作業における指導
者となる人材の育成」を目的とした高度な
研修を履修
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主な受注案件

新設

新設

八重洲一丁目北地区市街地再開発事業（日本・東京）
エレベータ 18台

（仮称）心斎橋プロジェクト（日本・大阪）
エレベータ 8台 エスカレータ 14台 合計22台

新設
OIMACHI TRACKS（日本・東京）
エレベータ 46台 エスカレータ 32台 合計78台

OIMACHI TRACKS
※掲載の画像はイメージであり、今後変更となる場合
があります。
提供:東日本旅客鉄道株式会社

Raunak Bliss Building B

Raunak Bliss Building B（インド）
エレベータ 30台

新設

（仮称）心斎橋プロジェクト

新設

Ramky Genext Square（インド）
エレベータ 40台

新設

TRI HOSPITAL（韓国）
エレベータ 15台 エスカレータ2台 合計17台
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参考資料
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連結貸借対照表

備考増減額2025年6月30日2025年3月31日

▲11,695183,729195,424流動資産

東アジアでの減少▲6,76576,17782,942現金及び預金

日本、東アジアで減少▲8,18882,15590,343受取手形、売掛金及び契約資産

譲渡性預金5,0005,000-有価証券

▲1,38120,07021,451棚卸資産

▲2256,2936,519その他

▲133▲5,966▲5,833貸倒引当金

3666,87066,833固定資産

設備投資額+1,284、 減価償却費▲1,138、 為替ほか▲753▲60743,71844,325有形固定資産

▲3205,4835,803無形固定資産

96417,66916,705投資その他の資産

▲11,657250,600262,257総資産
賞与引当金+2,113、 支払手形及び買掛金▲3,027

工事損失引当金▲1,019▲3,29083,94887,238流動負債

24,3854,383固定負債
親会社株主に帰属する四半期純利益+3,862、配当金の支払い
▲7,024、為替換算調整勘定▲4,588▲8,370162,265170,635純資産

▲0.2pt59.1%59.3%自己資本比率

▲96.03円1,898.03円1,994.06円ＢＰＳ

（金額単位:百万円未満切捨）
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主な納入実績

関西国際空港 第1旅客ターミナルビル（日本・大阪）
エレベータ 6台 エスカレータ 7台 合計13台

新設

新設

Atmosphere Phase–II (インド)
エレベータ 33台エスカレータ 2台合計35台

新設

Kalpataru Vienta (インド)
エレベータ 24台

Gereja Kemah Tabernakel PIK2
(インドネシア)

エレベータ 10台 エスカレータ24台 合計34台

新設

新設

BOBATH HOSPITAL (韓国)
エレベータ 9台 エスカレータ 2台合計11台
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会社概要

フジテック株式会社社 名

1948年2月
（1974年2月東証第一部上場、2022年4月東証プライム市場移行）設 立

ビッグウィング 滋賀県彦根市宮田町591番地1本 社

エレベータ、エスカレータの研究開発・製造・販売
据付・保守事業内容

125億33百万円（発行済株式数78,900,000株）資本金

代表取締役社⾧ 原田政佳
取締役:9名（うち社外6名）
監査役:4名（うち社外2名）

役 員

連結 11,946名（単独 3,456名）従業員数

39社（内、連結子会社24社）
（日本、米州、東アジア、南アジア、欧州、中近東）関係会社
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将来展望に関する記述等についての注意事項

本資料は、当社の事業及び業界動向について当社による現在の予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望に
ついても言及しています。これらの将来の展望に関する表明は、様々なリスクや不確かさが伴っています。
既に知られた、もしくはいまだ知られていないリスク、不確かさその他の要因が、将来の展望に対する表明に含まれる事柄と
異なる結果を引き起こさないとも限りません。当社は、将来の展望に対する表明、予想が正しいと約束することはできず、
結果は将来の展望と著しく異なることもありえます。
本資料における将来の展望に関する表明は、2025年8月8日現在において利用可能な情報に基づいて、当社によりなさ
れたものであり、将来の出来事や状況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものでは
ありません。

2025年8月8日

2026年3月期第1四半期連結業績概要
テッキー


